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第5表　　y　吸　収　量（貿／うガ）の　推移
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d月中の土付首は折衷苗に比してN濃度がかなり低

いが．これは生育段階の違いによるもので，吸収量と

しては7月中旬までは大差がないとみることができる。

出穂期になると折衷首が多くなり，収種物のⅣ吸収量

もやや多い。これらは収量的にも大差がないことから

Nの吸収量から考えると折衷首の収量と同程度にする

には大体封の施肥量は土付首も折衷首と同色と考えら

れる．さらに収量を向上させるためには，1り吸収を増し

てもササミノリの登熟歩合の低下は少ないし，倒伏の

危険性も比較的少ないのでがの追肥を考えるべきであ

ろう。追肥の時期について考えると．出穂期の穂首分

化期の追肥では菓身よりも穂のⅣ洩度が高く，穂の濃

度は低い。しかし，収穫期の穂の濃度は高く．これが

千粒重を高くしているとみることができる。このこと

からも穂首分化期の追肥がより効果的であるとみられ

る。

る　要 約

ササミノリの土付首の施肥法を丑および時期を変え．

折衷苫あるいはササニシキと比較しながら検討した。

1　ササミノリは枚数の増加に伴う豊熟歩合の低下が

少ないので枚数を増加させる時期の追肥効果が高い。

2　ササニシキに比べ窒素施肥量の多い段階で収量

が高い。

5　窒素吸収の面からみてもササミノリはササニシ

キに比べ，窒素1才当りの籾教生産能力は低いので窒

素施肥量は2晦前後多用する必要がある。

稚苗移植水稲の生育・収量に及ぼすIBP施用の影響

第1報　本田初期施用の影響

佐々木　亨・高橋　周寿・武田　昭七

（宮城県農試古川分場）

1　ま　え　が　き

水稲のいもち病防除剤として普及しているI B P剤

を施用した場合の副次的効果として，水稲の形態的変

化に及ぼす効果が知られており．現在生育中期の本剤

処理による倒伏防止効果の検討が行なわれている。こ

れら検討の段階で，その使用時期を早めることにより

茎数を増加させうる効果の可能性が太田ら1）によって示
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唆されている。

本報では，椎首移植水稲の本田初期に本剤を処理し

た場合の効果を明らかにするために，1970年に行な

った実験結果を報告する。

2　実額材料および方法

供試薬剤はメーカーから提供を受けたキクジンP粒

剤で，有効成分（0－ジイソプロピルー8－ペソジ

ルチオホスフェート）17％含有のものを使用した。

品種は長程穂重型のフジミノリを使い，4月28日

に紐首形式に播種し，22日間育苗した稚苗を用いた。

本田の栽培法はhoooaのワグネルポットに故砂質

壌土をつめ．窒素，りん酸．加里それぞれポット当り

17ずつ単肥で施用した。また，7月4日，8月18

日の2回に．各成分を含む液肥を追肥として施した。

移植期は5月20日，首紐を田植機にかけてブロッ

クに切断し，1珠4本ずつに調整したものを1ポット

‘珠ずつ手植した。植付深さは5の竹程度とした。る株

のうち2株を抜取調査に供し．4珠を収倭期まで残し

生育．収量を調査した。

試験区は，薬剤の使用量をa当り製品量で400才．

800㌢の2段階，処理時期を移植直前・5日後・10

日後・15日後の4段階とし．このほかに無処理区を

設けた。

薬剤の処理は28乃程度の湛水状態のところに手まき

し，その後も常時その水深を保つようにした。実験は

1区1ポット，5反覆で行なった。

5　実　験　結　果

1　水稲の生育

草丈は最高分けつ期ころまで無処理区とあまり大き

な差はなく，処理時期・使用量の差は判然としなかった。

主得票数は第1表に示すように地理後20日目には

差がみられ，処理区が0．1～0．4菓程度出葉が早く，

処理時期では5日後・10日後処理の各区が早まって

いる。しかし，最高分けつ期に近ずくにつれてその差

は小さくなり，7月2日以降になると差はいっそう小

さくなった。

第1表　本田初期のェBp処理が水稲の主特出稟速度に及ぼす影響

試　　 験　　 区 調　　　　　 査　　　　　　 月　　　　　　 日

処　 理 時 期　　 使 用　 量 占 ・ 1 0 る ・ 1 6 る ・ 2　5 7 ・ 2
1 7 ・ 1 5

8 ・ 1 5

才 L L ⊥ ⊥ L 1

移 植 当 日 （；3 3 5．1 6．2 占．9 8．0 鼠　 2 1 1．5

5．1 6．2 6．9 8．0 鼠　2 1 1．2

移 植 後 5 日 （；3 3 5．2 8．4 占．9 8．1 免 4 1 1．0

5．2 占．5 6．9 7　9 受　 2 1 1．0

〝 1 0 日 （；3 3 5，2 6．2 ‘．9 8．0 鼠　2 1 1．5

5 ．5 6．5 Z　D 8．0 鼠　 2 1 1．2

〝 1 5 日 （三言呂 5．1 6．2 8．8 エ　7 鼠　0 1 1，0

5．0 8．1 8．7 7　9 鼠 1 1 1．2

無　　　 処　　　 理 4．9 　 6．1

l

ム 8 8．0 鼠 1 1 1．2

一方，第1回に示すように，茎数は薬剤の使用量に

よる影響は小さいが，移植後50日ころから処理区が

全般に多めであった。最高分けつ期においては，処理

時期の差が明らかで480タ処理・800才処理の各区と

も当日処理が最も多く，活着後伸長が急激に開始され

る移植後10日に処理した区は最も少なく，5日後，

15日後の処理区はこの中間の傾向を示した。

また，10日以降に800才処理した場合には最高分

けつ期が遅れる傾向が認められた。

移植後27日且に行なった抜取調査結果を第2表に

示した。これによると，草丈は処理区がやや長めでと

RJh．ll b．lb b．2：1　7，2　7．15　　6．10　　6・16　　6・23　　7・2　　7・15

弟1図　工BPの本田初期の施用が水稲の茎数増
加に及ぼす影響
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第2蓑　本田初期の工BP処理が移植27日後の水稲の生育に及ぼす影響

試　　 験　　 区 l
霊草 丈

茎　 数 菓　 数

部 位 別 棄 身 長 （ぶ乃） 1 1 個 体 当

り地 上 部

乾 物 重

同 左 比 率

処 理 時 期　 使　 用　 量 S　L 4　L 5 IJ d　L

夢 CJ乃 本 枚

1 0．1 1 5．0 1 9 5 1 鼠 2

枕許 ％

移 植 当 日　 ｛；3 3 5 5．5 5．1 5．7 2 6 1．9 9 7

S d．9 5．2 d．1 1 0．5 1 6．6 1 9 4 2 5．0 2 8 5 ．d 1 0 8

移 植 後 5 日　 ｛；3 3 5 7 8 5．0 8．5 1 0．5 1 5．8 1 8．5 2 1．8 2 9 9 0 1 1 1

5 占．7 2．7 占．2 1 0．7 1 5．2 1 9 9 2 2．2 S D o．5 1 1 1

〝 10 日 （；呂呂 5 6．9 5．8 8．2 1 0．7 1 ス0 1 9 9 2 5．5 5 2 ス5 1 2 1

5 7 4 5．5 6．2 1 0．4 1 5．5 1 9 4 2 5．4 5 2 2．4 1 1 9

〝 15 日 （；3 3 5 8，4 5．0 5．5 1 5．8 1 ス9 2 1．1 1 8．9 2 6 ♀7 1 0 0

5 6．d 5．0 5．4 1 4．8 1 ス8 2 1．5 1 ス0 2 7 8．4 1 0 2

無　　 処　　 理 　5 8．1　 2．8
1

5．5 1 5．7 1 7 8 2 0．7 1 7 5 2 7 0．4 1 0 0

くに5日後・10日後処理で，また，800才施用区が

全般に長くなっている。

1個体当り茎数も処理区が多めでとくに10日後処

理区で増加が大きい。葉数は5日後・10日後処理で

1菓近い増加を示している。葉位別に糞身長を比較し

てみると，当日処理から10日後処理までは，地理時

期が早いほど．下位葉の伸長抑制程度が大きく，逆に

d薬の抽出伸長が促進される傾向がみられる。これに

対して15日後処理では5・4・5各葉の伸長は影響

を受けていないが，d葉の伸長がやゝ遅れ，伸長が抑

制されていることを示している。

地上部の乾物重はとくに5日後処理，10日後処理

区で増大し．これらの区では分けつ茎が多いためであ

ろうと思われる。以上のような倹向はいずれの処理時

期でも薬剤の使用丘の差は明らかではなかった。

次に，成熟期における穂および梓の伸長状態を第

2図にみると．平均程長は処理区で全般に短く，処理

時期がおそい区ほど，また，使用量も多い区ほど短化

される傾向がある。

程の部位別にみると，特定節位の伸長抑制ではなく，

第2節間から第4節間まで全体的に抑制されており，

穂長はむしろ長めの傾向を示している．しかし，これ

らの傾向も処理時期の差は明確ではない。

2　収量および収量構成要素

第5表に示したように，穂数は処理区が20～40

％の増加を示し，とくに使用畳の多い区で増加が大き

試　　　　験　　　　区

0　日　＋5日　＋10日　　＋15日　無処理

4α）蹴X）4∝）狛）400　800　4（わ　師）（d

機　　　長 l l l l l［

梓　　　綻 l l ■l

110（％）

100

斗1

100

90

釦妄
110

処
Itヽ1

度
tll

l00区

％相

聞比
1（船

率
餅）、‾

00

100

冥〉

蹴）

70

60

第2囲　木田初期のIBf地理が水稲各部の伸
長に及ぼす影響

かった。しかし．処理時期による影響は一定の傾向を

示さなかった。

穂数の増加に伴い括玄米重も処理区がいずれも増収

した。8［0才処理区でも穂数が増加した割合に稔

実籾数の減少が認められず　400才処理区より　収

量は全般に高い。処理時期に上る影響は明らかではな

い。
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第5表　本田初期の工BP処理が水稲の収丑および収量構成要素に及ぼす影響

試　　 験　　 区
総　　 数 同 左 比 率

平 均 一 穂

枚　 数
同 左 比 率 稔 実 歩 合 千 粒 垂

一 株 当 り

精 玄 米 重
同 左 比 率

処 理 時 期　 使 用　 丘

移∴ 杜 当 日 ｛； 3 3 ㌢

本 ／秩 ％

5 4．8

％ ％ ダ タ ％

1 4．5 1 2 ° 1 0 8 9 5．9 1 R 5 1 2．9 1 0 9

1 6．2 1 4 1 5 2．2 1 0 5 9 1．7 1 2 8 1 5．5 1 1 4

移 植 後 5 日　 ｛；呂呂 1 4．8 1 2 9 5 0．9 1 0 1 9 1．2 1 免 9 1 5．4 1 1 4

1 5．4 1 5 4 5 0．0 9 9 9 5．5 1 鼠 4 1 5．7 1 1 6

〝 1 0 日 （三3 3 1 5．7 1 1 9 5 2．7 1 0 4 9 5．5 1 鼠 4 1 2．9 1 0 9

1 4，8 1 2 7 4 R O 9 7 9 5．2 1 鼠 4 1 2．8 1 0 8

〝 1 5 日 （；3 3 1 4．9 1 5 0 5 2．5 1 0 5 9 1．7 1 鼠5 1 2．2 1 0 5

1 8，1 1 4 0 5 1．1 1 0 1 8 5．1 1 鼠 4 1 4．4 1 2 2

無　　 処　　 理 1 1．5 1 0 0 5 0．8 1 D O 8 8．9 2 0．0 1 1．8 1 0 0

4　考　　　　　　察

この実験の結果，薬剤の処理によって水稲が受けた

最も特徴的な影響は．長稗・栂星型品種の茎数・穐数

が増加したこと．梓長が短縮したことなどである○さ

らに，穂教が増加しても栂長は短くならないでむしろ

長めとなり，一穂当りの籾数も減少していない点であ

る。

これらのことは，この薬剤がとくに分けつを積隆的

に増加させた結果として辞長の短縮が起こったとすれ

ば，当然組長も短くなると考えられるのでこの場合に

は当てはまらないようである。むしろこの薬剤の効果

が第2節間の伸長期ころまで伸長を抑制させるように

作用した結果，梓の伸長に消費される養分が，無効化

する分けつを有効化し．穂の発育にも有利に作用した

と考えたほうが良いようである。

いずれにしても，本田初期に施用した薬剤が節間伸

長期の生育にまで直接的な影響を及ぼしたことは明ら

かであり，それが稲の体内に蓄積された薬剤の影響に

よるものか，あるいはポット栽培という無漏水条件下

で，水稲の生育に影響しうる程度の有効成分量が土中

に残存したためかは明らかではない。梅品放射性P

でラベルしたキクジンアを用いて残効性を調べた結果

では，穂ばらみ期の稲に処理した場合，止集や籾では

14日以降で5％以下に低下して分解物になったが，

穂軸の場合は55日後においても25％以上の濃度を

保ち，体内濃度の持続性が長いことをみているので．

本実験のような場合も梓内に番捺されたIBPがかなり

後期まで残存したことは容易に推定されるところであ

る。

5　　ま　　　と　　　め

稚苗移植水稲に対し，本田のごく初期にIBPを施用

した場合．水稲の生育．収畳に及ぼす影響を検討した

結果．次の点が明らかとなった。

1ェBPの処理により草丈には影響がみられないが，

主群集数・茎数には影響がみられた。

2　移植後27日目に調査を行なった結果では，I

BP処理によって主梓葉数が多くなり，分けつ茎も多

く，地上部乾物重も増大していることが認められた。

また．処理時期の早い区ほど下位葉身の伸長が抑制さ

れ上位葉の抽出が早まり仁処理時期がおそい区では逆

の傾向がみられた。

5　成熟期における水稲体各部の伸長も処理により

影響を受け，勉理区は梓長が短く穂長はやゝ長めであ

った。程長の短化は特定節位の短縮によるものではな

かった。

4　収量構成要素のうち，とくに影響を受けたのは

穂数であり，20－40％も増加した。穂数が増加し

ても一穂枚数は減少せず，稔実歩合もむしろ向上した。

このため，玄米収量は10～20％も処理区が増加

しているが，処理時期の影響は明らかでなく．使用量

は全般に800㌢姐理区で多かった。
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